
2022 年度ヘルメット治療関係業績（2022.4-2023.3） 

学会発表・講演など 

1. 田中一郎、梶田大樹、坂本好昭、日下康子:モバイルアプリによる簡易頭蓋形状スクリ

ーニングと３D スキャン画像解析を利用した頭囲性頭蓋変形の治療、シンポジウム「頭

蓋顎顔面外科とテクノロジーの融合」、第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会、大

阪市、2022.4.19  

2. 田中一郎：乳児頭位性頭蓋変形のヘルメット矯正治療、一般口演、第 15 回日本整容脳

神経外科学会、東京都港区、2022.4.15  

3. 田中一郎：0 歳からの頭のかたちの診断と治療 ―頭位性頭蓋変形の診断・治療―、特 

別講演、東京大学医学部小児科学教室 定例症例検討会、東京都文京区、2022.5.26 

4. 田中一郎、日下康子、梶田大樹、阪本浩一郎：乳児頭位性斜頭のヘルメット矯正療法に 

おける、重症度と開始月齢による治療効果の検討、一般口演、日本小児脳神経外科学会、

岐阜市 、2022.6.11  

5. 田中一郎、小室広昭、西巻滋、草川功：乳児頭位性斜頭症のヘルメット矯正療法におけ 

る、斜頭症の重症度と開始月齢による治療効果の検討、一般口演、第 58 回日本周産期・

新生児医学会、横浜市、2022.7.12  

6. 草川 功：産科医・新生児科医が知っておいてほしい頭蓋変形とヘルメット矯正療法の

必須知識、ランチョンセミナー座長、第 58 回日本周産期新生児学会、横浜市、2022.7.12 

7. 田中一郎、小室広昭、西巻滋、草川功：乳児頭位性短・斜頭症のヘルメット矯正療法に

おける、短頭率の重症度と開始月齢による治療効果の検討、一般口演、第 58 回日本周

産期・新生児 医学会、横浜市、2022.7.12 

8. 田中一郎:ヘルメット適応の判断、第 1 回位置的頭蓋変形に対するヘルメット適正治療 

研修会、東京都中央区、2022.9.18  

9. 田中一郎:再診・卒業の座学、第 1 回位置的頭蓋変形に対するヘルメット適正治療研修 

会、東京都中央区、2022.9.18  

10. 田中一郎:クッション貼り換えのノウハウ（アイメット）、第 1 回位置的頭蓋変形に対す

るヘルメット適正治療研修会、東京都中央区、2022.9.18  

11. 梶田大樹、田中一郎：3D スキャン画像における斜頭症の重症度評価指標 CA と後頭

部 左右対称率の関係性について、一般口演、第 31 回日本形成外科学会基礎学術集会、

岡山市、 2022.10.14  

12. 田中一郎：乳児頭位性頭蓋変形の専門クリニックにおける頭蓋形状矯正ヘルメット治 

療、特別講演、第 7 回日本頭蓋健診治療研究会、東京都中央区、2022.10.23  

13. 草川 功：位置性頭蓋変形の理解・進行させない予防法・そして紹介のタイミング, 

講演、母子保健業務に従事する助産師及び保健師の知識習得及びスキル向上のための

研修会, 2022.11.8 



14. 田中一郎、梶田大樹: 頭位性斜頭のヘルメット治療における重症度と開始月齢による治 

療効果、専門クリニックでの 640 症例の検討、一般口演、第 40 回日本頭蓋顎顔面外科

学会、名古屋市、2022.11.18  

15. 梶田大樹、田中一郎：「頭位性頭蓋変形」専門クリニックの患者背景、一般口演、第 40

回日本頭蓋顎顔面外科学会、名古屋市、2022.11.18 

16. 田中一郎、梶田大樹：「頭位性頭蓋変形」専門クリニックの患者背景、一般口演、第 66

回日本新生児成育医学会、横浜市、2022.11.25 

17. 田中一郎: 頭位性斜頭のヘルメット治療における重症度・開始月齢別の治療成績  頭

位性頭蓋変形の専門クリニックでの 640 症例の検討 、 一般口演、第 66 回日本新生児

成育医学会、横浜市、2022.11.25 

18. 草川 功：位置性頭蓋変形の理解・進行させない予防法・そして紹介のタイミング、講

演、文京区乳児家庭全戸訪問事業研修会、2023.1.30  

19. 草川 功：ヘルメット矯正治療から見えてきた頭蓋変形予防の重要性, ランチョンセミ

ナー座長, 日本周産期シンポジウム, 2023.1.14  

 

その他 

1. 田中一郎：科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実施状況報告書（研究実施

状況報告書）（令和４年度）、基盤研究 C、｢小児頭位性頭蓋変形に対する経時的３D ス

キャン画像解析によるヘルメット治療の検証」,2022  

 

 


